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 第一章 長与専斎と衛生行政―医学等学術の「政務的運用」の視座― 
   一 はじめに 
   二 長与専斎の西欧諸国における調査 
   三 岩倉遣外使節団より帰国後の長与専斎 
   四 衛生事務の内務省への移管と長与専斎 
   五 医学等学術の「政務的運用」論と「衛生事務拡張」論 
   六 医学等学術の「政務的運用」論と後藤新平 
    （一） 「生理的円満」と「衛生法」 
    （二） 「衛生制度」 
   七 医学等学術の「政務的運用」論と内務省の方針 




   一 はじめに 
   二 中央衛生会及び地方衛生会の設置と伝染病予防規則の制定 
   三 府県衛生課及び町村衛生委員の設置 
   四 医学等学術の「政務的運用」と伝染病予防及消毒心得書（明治二三年の「心得書」） 
   五 後藤新平と伝染病予防法の制定 
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   六 内務省衛生事務の所管と調整 
    （一）内務省衛生局と「健康保護」事業 
    （二）衛生局と警保局 
    （三）衛生事務をめぐる関係者たち 
   七 おわりに 
 
 第三章 医学等学術の「政務的運用」論の具体化と地方衛生行政の再編に向けた取り組み 
   一 はじめに 
   二 内務省諮問会開催の経緯 
   三 内務省諮問会と地方衛生行政 
   四 内務省諮問会と府県連合衛生会の開催 
    （一）開催の経緯 
    （二）第一回府県連合衛生会の開催とその意義 
   五 明治二六年地方官官制の公布と医学等学術の「政務的運用」論の動向 
   六 医学等学術の「政務的運用」の推進と地方行政との連携 
    （一）住民及び吏員の意識 
    （二）地方衛生費 




 第四章 「官」と「民」の協調論の提唱 
   一 はじめに 
   二 虎列刺病予防法心得書（明治一〇年の「心得書」） 
   三 伝染病予防法心得書（明治一三年の「心得書」） 
   四 大日本私立衛生会の創設と住民との連携 
   五 虎列刺病予防消毒心得書（明治一九年の「心得書」） 
   六 伝染病予防及消毒心得書（明治二三年の「心得書」） 
   七 おわりに 
 
 第五章 「官」と「民」の協調論の具体化―「衛生工事」を事例として 
   一 はじめに 
   二 医学等学術の「政務的運用」と「衛生工事」 
   三 水道条例の制定と「官」と「民」の協調論 
   四 「富ノ発達」の保護と「文明ノ市街」の建設 
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